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はじめに

本特別号は，隠岐諸島を含めた山陰地方に生息する水生昆虫について，生態写真を中心として紹

介するシリーズである．「山陰地方産水生昆虫図鑑Ｉ甲虫類（１）」では，甲虫類のオサムシ亜目（コ

ガシラミズムシ科・コツブゲンゴロウ科・ゲンゴロウ科・ミズスマシ科）について掲載した．

本号では甲虫類のツブミズムシ亜目（ツブミズムシ科）とカブトムシ亜目の一部（ホソガムシ科・

ガムシ科・ダルマガムシ科・マルハナノミ科）を対象とした．また，これに甲虫類（１）の補遺として，

いくつかの種の幼虫や蛹などの写真を掲載した．本号の掲載対象の中にも撮影できなかった種が多

く，これらについては続報で掲載できるよう，引き続き野外での探索や飼育を行う予定である．

本書で扱う水生昆虫

水生昆虫を厳密に定義することは難しいが，本シリーズでは「山陰地方で生息が確認されている

昆虫の中で，生活史のすべて，あるいは一時期に，水面または水中で生息する昆虫類」を主に扱う．

本号では，ツブミズムシ科，ホソガムシ科，ガムシ科，ダルマガムシ科，マルハナノミ科を扱い，

次号以降でヒラタドロムシ科，ナガドロムシ科，チビドロムシ科，ナガハナノミ科，ドロムシ科，

ヒメドロムシ科，ホタル科，ハムシ科，ゾウムシ上科を扱う予定である．また，本号で掲載できな

かった種についても，撮影ができた種については，次号以降で補足的に掲載する．ガムシ科，ダル

マガムシ科，チビドロムシ科，ナガハナノミ科，ホタル科，ハムシ科，ゾウムシ上科には，水生で

はない種（例えば，陸生種や海岸性種）が含まれており，これらは本書で扱わない予定である．掲

載種は下記の通りである（掲載できなかった種も示す）．

ゲンゴロウ科 Dytiscidae

補１．コクロマメゲンゴロウ Platambus insolitus（Sharp）

補２．ホソセスジゲンゴロウ Copelatus weymarni Balfour−Browne

補３．カンムリセスジゲンゴロウ Copelatus kammuriensis Tamu et Tsukamoto
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補４．コシマゲンゴロウ Hydaticus grammicus（Germer）

補５．クロゲンゴロウ Cybister brevis Aube

補６．ゲンゴロウ Cybister chinensis Motschulsky

ツブミズムシ科 Torridincolidae

１．クロサワツブミズムシ Satonius kurosawai（M. Satô）

ホソガムシ科 Hydrochidae

２．チュウブホソガムシ Hydrochus chubu Balfour−Browne et M. Satô

３．ヤマトホソガムシ Hydrochus japonicus Sharp

ガムシ科 Hydorophilidae

４．セマルガムシ Coelostma stultum（Walker）

５．ヒメセマルガムシ Coelostma orbiculare（Fabricius）

６．マルガムシ Hydrocassis lacustris（Sharp）

７．コモンシジミガムシ Laccobius oscillans Sharp

８．ヒメシジミガムシ Laccobius fragilis Nakane

９．ミユキシジミガムシ Laccobius inopinus Gentili

１０．ツヤヒラタガムシ Agraphydrus narusei（M. Satô）

１１．ウスイロツヤヒラタガムシ Agraphydrus ishiharai（Matsui）

１２．ルイスヒラタガムシ Helochares pallens（Macleay）

１３．スジヒラタガムシ Helochares nipponicus Hebauer

１４．キイロヒラタガムシ Enochrus simulans（Sharp）

１５．キベリヒラタガムシ Enochrus japonicus（Sharp）

１６．ガムシ Hydrophilus acuminatus Motschulsky

－．コガタガムシ Hydrophilus bilineatus cashimirensis Redtenbacher

１７．ヒメガムシ Sternolophus rufipes（Fabricius）

１８．コガムシ Hydrochara affinis（Sharp）

－．エゾコガムシ Hydrochara libera（Sharp）

１９．タマガムシ Amphiops mater Sharp

２０．マメガムシ Regimbartia attenuata（Fabricius）

２１．ゴマフガムシ Berosus punctipennis（Harold）

２２．ヤマトゴマフガムシ Berosus japonicus Sharp

２３．トゲバゴマフガムシ Berosus lewisius Sharp

ダルマガムシ科 Hydraenidae

２４．セスジダルマガムシ Ochthebius inermis Sharp
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２５．ハセガワセスジダルマガムシ Ochthebius hasegawai Nakane et Matsui

２６．ホンシュウセスジダルマガムシ Ochthebius japonicus Jäch

２７．ミヤタケダルマガムシ Hydraena miyatakei M. Satô

２８．クニビキアカダルマガムシ Hydraena hayashii Jäch et Diaz

２９．シコクダルマガムシ Hydraena notsui M. Satô

３０．ダイセンダルマガムシ Hydraena kadowakii Jäch et Diaz

マルハナノミ科 Scirtidae

３１．コクロマルハナノミ Odeles inornata（Lewis）

３２．クロマルハナノミ Odeles wilsoni（Pic）

－．ホソキマルハナノミ Elodes elegans Yoshitomi

－．ヒメキムネマルハナノミ Sacodes minima（Klausnitzer）

３３．コキムネマルハナノミ Sacodes nakanei（Klausnitzer）

－．ケシマルハナノミ Hydrocyphon satoi Yoshitomi

３４．トビイロマルハナノミ Scirtes japonicus Kiesenwetter

３５．ヒメマルハナノミ Scirtes sobrinus Lewis

－．ツマグロマルハナノミ Scirtes tsumaguro M. Satô et Chûjo

３６．セダカマルハナノミ Prinocyphon ovalis Kiesenwetter

－．ムツボシマルハナノミ Prinocyphon sexmaculatus Lewis

３７．シコクホソチビマルハナノミ Nyholmia ohbayashii（Yoshitomi）

－．アカチャチビマルハナノミ Herthania japonicola（Nakane）

３８．ウスチャチビマルハナノミ Herthania sasagawai（Yoshitomi et Klausnitzer）

３９．ヒメチビマルハナノミ Contacyphon puncticeps puncticeps（Kiesenwetter）

－．キイロチビマルハナノミ Contacyphon fuscomarginatus（Nakane）

－．ニッポンチビマルハナノミ Contacyphon nipponicus（Yoshitomi）

４０．チャイロチビマルハナノミ Contacyphon consobrinus（Nyholm）
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主要な生息環境（止水）

丘陵地のため池（安来市）．水深が深い池では水際の植物群落が水生甲虫の生息場所になる．

平野部の水田（安来市）．水田における水生甲虫相の豊富さは水位管理の影響が大きい．

林 成 多

４



主要な生息環境（流水）

下流域の砂質河床（出雲市）．降水で水位は大きく変化し，河床の砂礫は常に流下している．

中流域の礫質河床（出雲市）．水辺の礫の下や砂の中は小型種の生息場所となる．

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）
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主要な生息環境（流水）

水面より出ている流路中の礫（雲南市）．礫の割れ目やコケにも水生甲虫は生息している．

小規模河川の下流（出雲市）．水辺の礫の下や砂の中は小型種の生息場所となる．

林 成 多
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主要な生息環境（流水）

日陰の渓流（琴浦町）．流路中に溜まった落ち葉や枝には多くの水生甲虫が生息する．

山地の源流（松江市）．水量の安定した細流は小型種の生息環境となる．

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）
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主要な生息環境（湿岩）

岩盤上の湿岩（出雲市）．滝や崖など垂直な岩盤に水が流れて湿岩環境が形成する．

道路法面の湿岩（出雲市）．人工的な湿岩環境にも水生甲虫は生息している．
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各科の概説

ツブミズムシ科 Torridincolidae
ツブミズムシ亜目に属し，日本国内ではクロサワツブミズムシとケシマルムシ科の一種が報告さ

れている．山陰地方で記録があるクロサワツブミズムシは，微小な種であることと，生息環境が特

殊であることから，島根県で２００６年に初めて確認された．山陰地方では日当たりの良い湿岩環境が

あれば普通に見られる．蛹化は水中で行われ，蛹の背面には気管鰓がある．山陰地方において，水

中で蛹化する水生甲虫は，クロサワツブミズムシとヒラタドロムシ科のマスダチビヒラタドロムシ

の２種のみである．

ホソガムシ科 Hydrochidae
ガムシ科に近縁な水生甲虫で，国内では４種の記録がある（佐藤・吉富，２００５）．成虫の体型は細

長く，肩はやや張り出す．上翅の点刻列は明瞭で，部分的に間室が隆起する．止水域に生息する．

幼虫は国内では未発見．

ガムシ科 Hydorophilidae
ゲンゴロウ科と並んで種数の多い水生甲虫の一群である．ガムシ亜科の種はすべて水生種である

が，ハバビロガムシ亜科のほとんどの種は陸生で，一部の種が半水生である．水生種は，産卵の際

に目立つ卵嚢を形成することから，他の水生甲虫に比べて卵をみつけやすい．近年，日本産の水生

種の幼虫形態の解明が進んでいる．成虫は雑食で，幼虫は捕食性．生態面での研究は遅れているが，

幼虫の食性など非常に興味深い研究対象である．

マルハナノミ科 Scirtidae
幼虫は水生で，成虫は陸生である．成虫は楕円形や円形のものが多い．外見が似ている種が多い

が，雄の交尾器は種ごとに多様な形態をしており，同定を行う上で有用な形質である．Yoshitomi

（２００５）によって分類学的な整理が行われており，成虫については多くの種が同定できるようになっ

た．成虫は湿地や川辺，森林に生息し，スイーピングやマレーゼトラップなどで採集される．幼虫

は池や湿地，河川，湿岩，樹洞の水たまりに生息する．幼虫は細長い触角を持ち，体はやや扁平．

背面に生えている毛は同定を行う上で重要である．日本産水生甲虫類で，幼虫が樹洞の水たまりに

生息する種を含む科はほかに確認されていない．山陰地方では１７種が確認されているが，未発見の

種も多くいると考えられる．また，幼虫についても不明な種が存在する．

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）
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各種の解説

凡 例

写真は生態および生体写真と成虫の標本写真（スケールはいずれも１．０mm）を掲載した．写真は

野外で撮影したものと，屋内で水槽撮影したものが混じっているため，撮影データの書き方で区別

している．撮影した生態および生体写真はすべて島根・鳥取県内で確認・撮影したものである．

１）野外で撮影した写真：撮影場所の後に「（野外）」と明記し，撮影した日付を記した．

２）野外で採取し，水槽で撮影した写真：採集場所を「○○産」と明記した．撮影は採集日から数

日以内に撮影したものであるが，日付は採集日で統一した．

３）飼育個体を撮影した写真：野外で採集した幼虫が飼育によって成長した個体や齢数が変化した

個体の場合や，飼育で得られた卵・幼虫・蛹の写真は，元の生息地と合わせて「○○産（飼育）」

とし，撮影した日付を記した．

特徴．成虫や幼虫の形態的な特徴を簡単に述べ，近似種がいる場合は区別点を加えた．幼虫につい

ては，近縁種との区別点が明らかでない種も少なくないため，かならずしも種の特徴を述べてい

るわけではない．

生態．山陰地方での観察結果に基づき，生息環境や幼虫の出現する時期などを解説した．

分布．島根県内での分布は，本土部（本州側）と隠岐諸島に分けて記述した．隠岐は主要４島（島

後，西ノ島，中ノ島，知夫里島）ごとに記録をした．鳥取県での分布は地域で分けていない．

飼育．飼育を行った種については，飼育方法やその結果について簡単に述べた．

備考．その他，必要と思われる事項について述べた．

林 成 多
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成虫．鳥取県江府町産，２０１５．８．１８．

成虫の標本写真 成虫．鳥取県江府町産，２０１５．８．１８．

特徴：成虫の体長６．０mm内外（森・北山，２００２）．クロマメゲンゴロウやホソクロマメゲンゴロウに似てい

るが，明らかに小型で，体は扁平である．

生態：流水性．源流域の泥質な細流や小湿地に生息する．大山の生息地は堰堤の上流側に形成した小湿地で，

水温は夏でも冷たく感じるほどである．

分布：鳥取県．島根県での記録はないが，中国山地の源流域に生息している可能性がある．

コクロマメゲンゴロウ Platambus insolitus（Sharp）（ゲンゴロウ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）
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上陸直前の３齢幼虫．島根県出雲市斐伊川産（飼育），２０１５．７．２１．

上陸直前の３齢幼虫．島根県出雲市斐伊川産（飼育），２０１５．７．２１．

ホソセスジゲンゴロウ Copelatus weymarni Balfour−Browne（ゲンゴロウ科）

林 成 多
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蛹と蛹室．島根県出雲市斐伊川産（飼育），２０１５．７．２６．

蛹．島根県出雲市斐伊川産（飼育），２０１５．７．２６．スケール１．０mm．

ホソセスジゲンゴロウ Copelatus weymarni Balfour−Browne（ゲンゴロウ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

１３



３齢幼虫．島根県出雲市斐伊川産，２０１５．７．５．

上陸直前の３齢幼虫．島根県出雲市斐伊川産（飼育），２０１５．７．８．

飼育：野外で採集した幼虫を中型タッパーに水深５mmで（エアレーション無し）で飼育を行った．餌はユス

リカ幼虫とイトミミズを与えた．

カンムリセスジゲンゴロウ Copelatus kammuriensis Tamu et Tsukamoto（ゲンゴロウ科）

林 成 多
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蛹と蛹室．島根県出雲市斐伊川産（飼育），２０１５．７．１３．

蛹．島根県出雲市斐伊川産（飼育），２０１５．７．１２．スケール１．０mm．

飼育：幼虫は，容器内に湿らせた細粒砂で陸地を作ると，上陸して砂に潜り，蛹室を作って蛹化した．

カンムリセスジゲンゴロウ Copelatus kammuriensis Tamu et Tsukamoto（ゲンゴロウ科）
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羽化した成虫．島根県出雲市斐伊川産（飼育），２０１５．７．１５．

羽化した成虫（上と同じ個体）．島根県出雲市斐伊川産（飼育），２０１５．７．１７．

飼育：蛹の期間は約３日間だった．羽化した成虫の上翅はしばらく単色で，上翅基部の斑紋が明瞭になった

のは羽化してから２日後だった．

カンムリセスジゲンゴロウ Copelatus kammuriensis Tamu et Tsukamoto（ゲンゴロウ科）

林 成 多
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３齢幼虫．島根県松江市大橋川産，２０１５．７．２９．

蛹．島根県松江市大橋川産（飼育），２０１５．８．５．スケール１．０mm．

コシマゲンゴロウ Hydaticus grammicus（Germer）（ゲンゴロウ科）
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蛹．島根県安来市産（飼育），２０１５．７．３０．

蛹．島根県安来市産（飼育），２０１５．８．４．

クロゲンゴロウ Cybister brevis Aube（ゲンゴロウ科）

林 成 多
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蛹と蛹室．島根県雲南市大東町産（飼育），２０１５．７．２８．

蛹と蛹室．島根県雲南市大東町産（飼育），２０１５．７．３０．

ゲンゴロウ Cybister chinensis Motschulsky（ゲンゴロウ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）
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羽化したメス成虫．島根県雲南市大東町産（飼育），２０１５．８．４．

羽化したメス成虫．島根県雲南市大東町産（飼育），２０１５．８．５．

ゲンゴロウ Cybister chinensis Motschulsky（ゲンゴロウ科）

林 成 多

２０



幼虫と成虫．島根県出雲市（野外），２０１４．６．１７．

成虫の標本写真 蛹．島根県出雲市（野外），２０１４．６．１７．

特徴：成虫の体長１．４１．６mm（佐藤，１９８５）．体は幅の広い流線型で，背面にレンズ状に盛り上がり，腹面

は平坦．全体に黒色で金属光沢がある．背面に点刻は認められない．触角は短くこん棒状．成虫の後翅の

大きさはさまざまで，退化している個体も多い．蛹は全体に逆卵形．腹部に４本のヒモ状の突起（気管鰓）

をもつ．幼虫は全体に丸く，扁平．腹部各節の側面に関節のある長い突起がある．

生態：流水性（湿岩性）．日当りが良く，水が滴る垂直な岩盤やコンクリート壁に生息する．成虫は一年中み

られる．幼虫は春から秋にかけて現れ，蛹化は水中で行われる．成虫越冬．

分布：島根県（本土）；鳥取県．隠岐諸島には分布していない可能性が高い．

クロサワツブミズムシ Satonius kurosawai（M. Satô）（ツブミズムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

２１



主に成虫．島根県出雲市（野外），２０１４．６．１７．

主に幼虫と蛹．島根県出雲市（野外），２０１４．６．１７．

クロサワツブミズムシ Satonius kurosawai（M. Satô）（ツブミズムシ科）

林 成 多

２２



成虫．島根県出雲市産，２０１４．６．２８．

成虫の標本写真 成虫．島根県出雲市産，２０１４．６．２８．

特徴：成虫の体長は２．４２．５mm（佐藤，１９８５）．体は細長く，前胸背板が台形，肩は明瞭に張り出す．ヤマ

トホソガムシよりも細く小型で，上翅間室の隆起が目立つ．

生態：止水性．ため池に生息する．水辺の浅く，草が密生する場所でみられるほか，落葉が積もったため池

にも生息する．生息場所では個体数も多い．

分布：島根県（本土）．

チュウブホソガムシ Hydrochus chubu Balfour−Browne et M. Satô（ホソガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

２３



成虫．島根県雲南市大東町産，２０１４．８．３０．

成虫の標本写真 成虫．島根県雲南市大東町産，２０１４．８．３０．

特徴：成虫の体長は２．６３．１mm（佐藤，１９８５）．体は細長く，前胸背板が台形，肩は明瞭に張り出す．上翅

間室の隆起が弱い．表面に青色を帯びた光沢がある．

生態：止水性．ため池に生息する．チュウブホソガムシよりも富栄養な水域に多く生息する傾向はあるが，

確認された生息地は少ない．生息場所での個体数は多い．

分布：島根県（本土）．

ヤマトホソガムシ Hydrochus japonicus Sharp（ホソガムシ科）

林 成 多

２４



成虫．島根県出雲市灘分町（野外），２００４．６．１９．

成虫の標本写真 成虫．島根県出雲市（野外），２０１４．８．１８．

特徴：成虫の体長３．７５．５mm（Watanabe，１９９３）．体型は半球状で，全体に黒色で金属光沢がある．背面は

細かな点刻に密に覆われる．上翅に点刻列がない．肢は遊泳毛を欠く．ヒメセマルガムシより複眼が大き

い．幼虫の頭部前縁には三角形の突起が一つある．大顎は左右対称．中胸と後胸のキチン板は左右に分離

しない．腹部の両側は，ほぼ平行．表面に細かな横シワがあるほか，横方向に並ぶ黒色の細毛列がある．

肢が短く遊泳しない．

生態：止水性．水田や湿地，流れの緩い川の水辺に生息している．成虫は水辺の枯れ草を踏むと浮いてくる

が，遊泳はしない．幼虫は水際の砂や泥中に生息している．

分布：島根県（本土；西ノ島）；鳥取県．

セマルガムシ Coelostma stultum（Walker）（ガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

２５



成虫．島根県雲南市大東町産，２０１４．７．９．

成虫の標本写真 成虫．島根県出雲市産，２０１４．６．２８．

特徴：成虫の体長３．２４．７mm（Watanabe，１９９３）．体型は半球状で，全体に黒色で金属光沢がある．背面は

細かな点刻に密に覆われる．上翅に点刻列がない．複眼はセマルガムシよりも小さい．幼虫の形態はセマ

ルガムシによく似ているが，色が全体に薄く，頭部と胸部は橙色を帯びる．

生態：止水性．主に休耕田や湿地，ため池の浅場に生息する．水田には少ない．水辺の枯れ草を踏むと多数

の成虫が浮いてくることがあるが，遊泳はしない．成虫は灯火にも飛来する．幼虫は野外での発見が難し

く，半水生であると考えられる．

分布：島根県（本土，島後）；鳥取県．

ヒメセマルガムシ Coelostma orbiculare（Fabricius）（ガムシ科）

林 成 多

２６



成虫．島根県雲南市吉田町産，２０１４．９．１３．

成虫の標本写真 成虫．島根県出雲市産，２０１４．８．２３．

特徴：成虫の体長６．７７．８mm（佐藤，１９８５）．体は円形で，背面も丸い．全体に黒色で金属光沢が強いが，

夏から春にかけて体色が薄い個体も多くみられる．上翅には点刻を伴った条溝がある．幼虫の頭部前縁中

央には粗い４つの歯がある．大顎は大きく，左右対称で，鋭く尖った歯がある．中胸と後胸のキチン板は

左右に分離しない．腹部の両側面に大きな凹凸があり，全体的に中央部で膨らむ．表面にはイボ状の突起

が並ぶ．

生態：流水性．渓流など上流域に生息し，流水中に落ち葉や枝が貯まっている場所に隠れていることが多い．

水辺のレキ下面にあるくぼみを利用して産卵を行い，卵を絹糸の蓋で覆う．

県内分布：本土（石見）．

マルガムシ Hydrocassis lacustris（Sharp）（ガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

２７



石裏の卵嚢．島根県出雲市（野外），２０１３．４．１６．

幼虫．島根県飯南町大万木山（野外），２００７．７．３１．

マルガムシ Hydrocassis lacustris（Sharp）（ガムシ科）

林 成 多

２８



成虫．島根県雲南市木次町（野外），２０１４．６．１０．

成虫の標本写真 成虫．島根県雲南市木次町（野外），２０１４．６．１０．

特徴：成虫の体長２．５２．８mm（上手，２００７）．体は外形も背面も丸い．上翅には着色した点刻の列があり，

間室は白い．黒い斑紋がある．上翅全体が黒い個体もいる．後肢が長く，遊泳毛が生える．幼虫の頭部は

小さく，前縁は左右不対象で，左側に大きな突起がある．大顎は左右不対称で，右大顎には大きな歯が２

個ある．左大顎の歯の形状は複雑．

生態：流水性．主にレキ質河川に生息する．川辺の砂礫中に多数の成虫が生息していることがある．また，

岩盤のしみ出しに生息していることも多く，とりわけ藻類（アオミドロの類）が生えている場所を好む．

このような場所であれば，垂直の崖にも生息する．

分布：島根県（島後，中ノ島）；鳥取県．

コモンシジミガムシ Laccobius oscillans Sharp（ガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

２９



成虫．島根県出雲市佐田町（野外），２０１１．８．１６．

幼虫．島根県出雲市佐田町（野外），２０１１．８．１６．

コモンシジミガムシ Laccobius oscillans Sharp（ガムシ科）

林 成 多

３０



蛹（左上）と川辺の蛹化場所．鳥取県大山町阿弥陀川（野外），２００７．８．１９．

蛹．鳥取県大山町阿弥陀川産，２００７．８．１９．スケール１．０mm．

コモンシジミガムシ Laccobius oscillans Sharp（ガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

３１



成虫．島根県出雲市斐川町産，２０１４．６．２２．

成虫の標本写真 成虫．島根県出雲市斐川町産，２０１４．６．２２．

特徴：成虫の体長２．０２．８mm（上手，２００７）．体は外形も背面も丸い．上翅には着色した点刻の列があり，

間室は白い．黒い斑紋がある．上翅など背面が全体に白色が目立つ．後肢が長く，遊泳毛が生えている．

コモンシジミガムシより小型で，白い個体が多い．

生態：流水性．下流域の砂質河床では高密度に生息している．河川の中流域においてコモンシジミガムシと

共存することもある．冬季は川岸の砂中などで越冬する．幼虫は夏から秋にかけて，流れのある場所の砂

中から採集される．蛹化は川辺の砂中のごく浅い場所である．

分布：島根県（本土）；鳥取県．

ヒメシジミガムシ Laccobius fragilis Nakane（ガムシ科）

林 成 多

３２



卵嚢．島根県出雲市産（飼育下で産卵），２０１４．８．６．

３齢幼虫．島根県出雲市斐伊川産，２０１４．７．２．

飼育：野外で採集した成虫を小型容器（エアレーション無し）で飼育したところ，木片の表面に産卵した．

卵嚢の形状は上の写真の通り特徴的である．

ヒメシジミガムシ Laccobius fragilis Nakane（ガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）
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蛹．島根県出雲市斐伊川産（野外），２００７．１０．１４．

蛹．島根県出雲市斐伊川産，２００７．８．２２．スケール１．０mm．

ヒメシジミガムシ Laccobius fragilis Nakane（ガムシ科）

林 成 多

３４



成虫．島根県雲南市木次町産，２０１４．６．２５．

成虫の標本写真 成虫．島根県雲南市木次町産，２０１４．６．２５．

特徴：成虫の体長２．８３．３mm（上手，２００７）．体は外形も背面も丸い．上翅には着色した点刻の列があり，

間室は白い．黒い斑紋がある．後肢が長く，遊泳毛が生えている．コモンシジミガムシやヒメシジミガム

シより明らかに大型である．よく似ている種にクナシリシジミガムシ（エゾシジミガムシ）とシジミガム

シがいるが，識別にはオス交尾器の検討が不可欠である（上手，２００７）．

生態：止水性．ため池や湿地，休耕田などの止水域に生息する．県内では確認された産地は少なく，個体数

も多くない．

分布：島根県（本土）．

ミユキシジミガムシ Laccobius inopinus Gentili（ガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）
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成虫．島根県隠岐の島町産，２０１４．７．１４．

成虫の標本写真 卵嚢．島根県出雲市（野外），２０１４．６．１７．

特徴：成虫の体長２．１２．２mm（佐藤，１９８５）．体は楕円形で，両側面はほぼ平行．全体に黒色で金属光沢が

強い．上翅には粗い点刻の列があるが，やや不明瞭．幼虫の頭部前縁中央には細かな歯があり，左側へ傾

いている．大顎は左右不対称で，右大顎には大きな歯が２，左大顎には大きな歯が１あり，それぞれの歯

には小突起があり分岐している．腹足がある．

生態：流水性．レキの多い渓流的な環境に生息する．成虫は主に水辺でみられ，半分水に浸ったレキの下に

いる．６月から７月にかけて産卵をする．レキのくぼみを利用して産卵を行い，絹糸で蓋をする．幼虫は

川辺のレキ下に生息し，水中には生息しないとみられる．

分布：島根県（本土；島後），鳥取県．

ツヤヒラタガムシ Agraphydrus narusei（M. Satô）（ガムシ科）

林 成 多

３６



成虫，島根県出雲市（野外），２０１４．６．１７．

水際の攪拌で浮き上がる成虫，島根県出雲市（野外），２０１４．５．２．

ツヤヒラタガムシ Agraphydrus narusei（M. Satô）（ガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

３７



卵（卵嚢の覆いを除去した状態），島根県出雲市（野外），２０１５．６．３０．

１齢幼虫，島根県出雲市産（飼育），２０１５．７．１．

ツヤヒラタガムシ Agraphydrus narusei（M. Satô）（ガムシ科）

林 成 多

３８



礫の裏にいた３齢幼虫，島根県出雲市（野外），２０１５．７．４．

３齢幼虫，島根県出雲市産，２０１５．７．４．

ツヤヒラタガムシ Agraphydrus narusei（M. Satô）（ガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）
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成虫．島根県出雲市神戸川産，２０１４．８．２．

成虫の標本写真 成虫．島根県出雲市神戸川産，２０１４．８．２．

特徴：成虫の体長１．７２．２mm（Matsui，１９９４）．体は楕円形で，両側面はほぼ平行．背面は全体に黄褐色で

金属光沢はない．頭部は全体に黒いが左右前方は色が薄くなる．上翅には粗い点刻の列があるが，やや不

明瞭．

生態：流水性．ツヤヒラタガムシと同様に流水性であるが，より下流域に生息することが多く，飯梨川の下

流では川辺の砂中やレキ下に多数の個体が生息している．幼虫は，確認された個体数は少ないが，ツヤヒ

ラタガムシと同様に水辺の陸側の石下より確認されている．

分布：島根県（本土）．

ウスイロツヤヒラタガムシ Agraphydrus ishiharai（Matsui）（ガムシ科）

林 成 多

４０



成虫．島根県出雲市園町産，２０１４．８．９．

成虫の標本写真 成虫．島根県出雲市園町産，２０１４．８．９．

特徴：成虫の体長２．４３．５mm（佐藤，１９８５）．体は楕円形．全体に黄褐色で金属光沢を欠く．上翅には粗い

点刻の列があるが，やや不明瞭．生時には上翅に黒条が認められる．メスは腹部に卵塊を付ける．幼虫の

頭部前縁中央には細かな歯があり，明らかに左側へ傾いている．大顎は左右対称で，大きな歯が２個ある．

生態：止水性．平地の湿地に生息する．山間の湿地やため池では少ない．抱卵しているメスが春と秋に確認

されている．

分布：島根県（本土）．

ルイスヒラタガムシ Helochares pallens（Macleay）（ガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

４１



成虫．島根県雲南市木次町産，２０１４．６．２５．

成虫の標本写真 成虫．島根県雲南市木次町産，２０１４．６．２５．

特徴：成虫の体長３．８４．３mm（佐藤，１９８５）．体はやや幅のある楕円形．全体に黄褐色で金属光沢を欠く．

上翅には１０条の点刻列があり，一部溝状になる．メスは腹部に卵塊を付ける．幼虫はルイスヒラタガムシ

の幼虫によく似ているが，終齢幼虫はより大型である．

生態：止水性．山間のため池や湿地に多い．メスは腹部に卵塊を付け，４月から９月まで観察することがで

き，繁殖期は長い．幼虫も個体数が多く，水辺の落ち葉や水草などをかき混ぜると水面に浮き上がってく

る様子が観察された．

分布：島根県（本土；島後，中ノ島）；鳥取県．

スジヒラタガムシ Helochares nipponicus Hebauer（ガムシ科）

林 成 多

４２



成虫．島根県出雲市（野外），２０１４．４．２．

卵嚢を抱えた成虫．島根県海士町産，２０１５．５．１５．

スジヒラタガムシ Helochares nipponicus Hebauer（ガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

４３



幼虫．島根県雲南市木次町（野外），２０１４．６．１０．

幼虫．島根県雲南市木次町産，２０１５．６．１５．

スジヒラタガムシ Helochares nipponicus Hebauer（ガムシ科）

林 成 多

４４



成虫．島根県隠岐の島町産，２０１４．７．１５．

成虫の標本写真 成虫．島根県出雲市産，２０１４．７．７．

特徴：成虫．体長４．９６．０mm（佐藤，１９８５）．体は楕円形．全体に黄褐色で金属光沢を欠く．上翅には点刻

を伴った１０条の条溝があり，第３，５，７間室に粗い点刻がある．上翅は全体に黄褐色または褐色で，肩に

それぞれ黒斑がある．上翅の側縁は反り上がらない．幼虫の頭部は，前縁中央に細かな歯があり，左側へ

傾いている．大顎は左右不対称．

生態：止水性．平野部の水田や休耕田などにきわめて普通．灯火にも多数の成虫が飛来することがある．幼

虫は４月から９月までみられ，繁殖期は長い．成虫・幼虫共に泥質の浅い止水を好み，日中は枯れ草が貯

まっているような場所に隠れている．

分布：島根県（本土；島後，中ノ島）；鳥取県．

キイロヒラタガムシ Enochrus simulans（Sharp）（ガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

４５



幼虫．島根県出雲市園町産，２０１５．５．１１．

幼虫．島根県出雲市園町産，２０１５．５．１１．

キイロヒラタガムシ Enochrus simulans（Sharp）（ガムシ科）

林 成 多

４６



成虫．島根県雲南市木次町山方産，２０１５．３．２．

成虫の標本写真 成虫の腹面．島根県雲南市木次町山方産，２０１５．３．２．

特徴：成虫の体長５．３５．５mm（佐藤，１９８５）．体はやや楕円形．全体に黒色で金属光沢があり，前胸背板と

上翅の縁が褐色．前胸背板と上翅の表面は細かな点刻に密に覆われ，上翅にはやや不明瞭な点刻列がある．

幼虫の頭部は，前縁中央に細かな歯があり，左側へ傾いている．大顎は左右不対称．幼虫は，頭部や胸部

が黒く，キイロヒラタガムシと区別できる．

生態：止水性．日当たりの悪いため池の落ち葉が貯まった浅場や，泥の多い湿地などに生息する．キイロヒ

ラタガムシとは生息場所が大きく異なる．

分布：島根県（本土；島後，中ノ島）；鳥取県．

キベリヒラタガムシ Enochrus japonicus（Sharp）（ガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

４７



２齢幼虫．島根県浜田市旭町産，２０１５．５．２１．

３齢幼虫．島根県雲南市木次産（飼育），２０１５．６．１９．

キベリヒラタガムシ Enochrus japonicus（Sharp）（ガムシ科）

林 成 多

４８



成虫．雲南市木次町産，２０１４．１１．１９．

成虫の標本写真 成虫の腹面．雲南市木次町産，２０１４．１１．１９．

特徴：成虫の体長３３４０mm（佐藤，１９８５）．体は紡錘形で，翅端が少し尖る．肢を含め，全体に黒色で金属

光沢がある．小楯板は大きく，三角形．上翅には小点刻からなる点刻列がある．腹部は無毛で黒色の強い

光沢があり，正中線は稜線状．後胸腹板突起は腹部第２節の上部に達する．幼虫の頭部が大きく，前縁に

鋸歯がなくなめらか．大顎は左右不対称で，左大顎が大きくカーブして大きな歯が１個に対し，右大顎は

やや直線的で大きな歯が２個ある．

生態：止水性．成虫は主に山間のため池や休耕田でみられ，幼虫も同様な環境に生息するが，山間の水田に

生息していることもある．平野部ではほとんど確認できない．

分布：島根県（本土；島後，西ノ島，中ノ島）；鳥取県．

ガムシ Hydrophilus acuminatus Motschulsky（ガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

４９



卵嚢．島根県大田市大代町（野外），２０１４．６．２１．

幼虫．島根県大田市大代町（野外），２０１３．６．２２．

ガムシ Hydrophilus acuminatus Motschulsky（ガムシ科）

林 成 多

５０



ヒメモノアラガイを捕食する幼虫．島根県大田市大代町産（飼育），２０１５．６．２０．

捕食された跡の貝殻．島根県大田市大代町産（飼育），２０１５．６．２０．

ガムシ Hydrophilus acuminatus Motschulsky（ガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

５１



成虫．島根県出雲市灘分町産，２０１４．７．７．

成虫の標本写真 成虫．島根県出雲市灘分町産，２０１４．７．７．

特徴：成虫．体長９１１mm（佐藤，１９８５）．体は楕円形．全体に黒色で金属光沢があり，肢は黄色だが，標本

では赤褐色に変色することが多い．後胸腹板突起は鋭く尖り，腹部第２節に達する．後肢の遊泳毛は長い．

幼虫の頭部は，前縁中央に細かな歯があり，わずかに左側へ傾いている．大顎は左右対称で，鋭く長い歯

がある．終齢幼虫には腹部側面に小突起があり，背面には「小」の字型の模様がみられる．

生態：止水性．平地の水田や休耕田に多く，山間部でも普通にみられる．成虫は灯火によく飛来する．幼虫

は６月から９月までみられ，繁殖期は長く，個体数も多い．

分布：島根県（本土；島後，西ノ島，中ノ島），鳥取県．

ヒメガムシ Sternolophus rufipes（Fabricius）（ガムシ科）

林 成 多

５２



幼虫．島根県出雲市園町産，２０１４．８．９．

成虫．島根県出雲市灘分町（野外），２００８．６．１１．

ヒメガムシ Sternolophus rufipes（Fabricius）（ガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

５３



成虫．島根県出雲市斐川町産，２０１４．１０．２．

成虫の標本写真 成虫．島根県出雲市斐川町産，２０１４．１０．２．

特徴：成虫の体長１６１８mm（佐藤，１９８５）．体は楕円形．全体に茶色または緑色を帯びた黒色で光沢がある．

肢は黄色．上翅には粗大点刻と小点刻からなる点刻列がある．後胸腹板突起は短い．後肢の遊泳毛は長い．

幼虫の大顎は左右対称で，鋭い歯がある．腹部側面に長い突起があり，軟毛が生えている肢に毛が生えて

おり，遊泳する．

生態：止水性．平地の水田や休耕田に多く，山間部では少ない．成虫は灯火によく飛来する．幼虫は６月か

ら７月までみられる．成虫も幼虫も夜行性で，水田などで遊泳している姿がよくみられる．産卵も夜に行

われる．

分布：島根県（本土；島後，中ノ島，知夫里島）；鳥取県．

コガムシ Hydrochara affinis（Sharp）（ガムシ科）

林 成 多

５４



卵嚢．島根県出雲市灘分町（野外），２００８．５．２６．

１齢幼虫．島根県雲南市大東町産（飼育），２００８．５．２６．

コガムシ Hydrochara affinis（Sharp）（ガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

５５



幼虫．島根県出雲市灘分町（野外），２００６．６．１１．

成虫．島根県出雲市灘分町（野外），２００４．６．１９．

コガムシ Hydrochara affinis（Sharp）（ガムシ科）

林 成 多

５６



成虫．島根県益田市，２０１４．８．２７．

成虫の標本写真 成虫．島根県出雲市，２０１４．６．２８．

特徴：成虫の体長３．４３．７mm（佐藤，１９８５）．体はほとんど球形に近く，体下面のみ平坦．全体に赤褐色で

金属光沢はない．複眼が頭部で２分されている．中脛節の遊泳毛は長い．幼虫の頭部は，前縁中央に細か

な鋸歯がある．大顎は左右対称で，鋭い歯がある．腹部側面は凹凸が多いが，長い突起はない．腹部は中

央付近が膨らむ．幼虫は遊泳しない．

生態：止水性．主にため池に生息する．成虫は初夏から晩秋にかけて個体数が多い．幼虫は６月から９月ま

でため池でみられ，繁殖期は長い．山陰地方産のガムシ科の中ではもっともため池と結びつきの強い種で

ある．産卵は水草や枯れ枝などに行われ，卵嚢は白色の不定形．

分布：島根県（本土；島後，西ノ島，中ノ島）；鳥取県．

タマガムシ Amphiops mater Sharp（ガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

５７



フトヒルムシロ浮葉裏の卵嚢（中央）．島根県出雲市産，２０１５．６．８

２齢幼虫．島根県出雲市産（飼育），２０１５．６．１６．

タマガムシ Amphiops mater Sharp（ガムシ科）

林 成 多

５８



３齢幼虫．島根県出雲市産（飼育），２０１５．６．１９．

蛹．島根県出雲市産（飼育），２０１５．６．２４．スケール１．０mm．

タマガムシ Amphiops mater Sharp（ガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

５９



成虫．島根県出雲市産，２０１５．５．９．

成虫の標本写真 成虫．島根県出雲市産，２０１５．５．９．

特徴：成虫の体長３．５４．０mm（佐藤，１９８５）．体は細いが，背面側にいちじるしく膨らむ．全体に黒色でツ

ヤのある金属光沢．上翅にある１０の点刻列は明瞭で，後方で溝状になる．幼虫の頭部は，前縁中央に鋸歯

がない．下唇はいちじるしく長く，触角第１節が分岐する．大顎は左右対称で，鋭い歯がある．

生態：止水性．成虫も幼虫も主に休耕田や水田に生息し，平地から山間まで広くみられる．成虫は灯火によ

く飛来する．成虫は普通種であるが，幼虫は見つけにくい．産卵は水草や枯れ枝などに行われ，卵嚢は桃

色を帯びた円形で３から４個の細長い卵が入っている．

分布：島根県（本土）；鳥取県．

マメガムシ Regimbartia attenuata（Fabricius）（ガムシ科）

林 成 多

６０



卵嚢．島根県出雲市産（飼育），２０１５．５．２８．

２齢幼虫．島根県出雲市産（飼育），２０１５．６．１６．

マメガムシ Regimbartia attenuata（Fabricius）（ガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

６１



３齢幼虫．島根県出雲市産（飼育），２０１５．６．１９．

３齢幼虫．島根県出雲市産（飼育），２０１５．６．１９．

マメガムシ Regimbartia attenuata（Fabricius）（ガムシ科）

林 成 多

６２



上陸直前の３齢幼虫．島根県出雲市産（飼育），２０１５．６．２２．

蛹（上と同じ個体）．島根県出雲市産（飼育），２０１５．６．２６．スケール１．０mm．

マメガムシ Regimbartia attenuata（Fabricius）（ガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

６３



成虫．島根県出雲市産，２０１５．９．１５．

成虫の標本写真 成虫．島根県出雲市産，２０１５．９．１５．

特徴：成虫の体長６．３６．９mm（佐藤，１９８５）．体は他のガムシ科と異なり，頭部と前胸背板，上翅の区別が

明瞭．全体に黄色（標本では赤褐色に変色することが多い）で，前胸背板や上翅には黒い斑点が規則的に

並ぶ．複眼が大きく，頭部から側方へ突出する．上翅の間室には細点刻がやや不規則に密生に並ぶ．上翅

端に刺はない．

生態：止水性．丘陵地の水生植物の豊富や河川敷の水たまりなどで確認されている．灯火にも飛来する．ヤ

マトゴマフガムシに比べて明らかに少ない．

分布：島根県（本土；西ノ島，中ノ島）；鳥取県．

ゴマフガムシ Berosus punctipennis（Harold）（ガムシ科）

林 成 多

６４



成虫．島根県出雲市灘分町産，２０１４．７．９．

成虫の標本写真 成虫．島根県出雲市灘分町産，２０１４．７．９．

特徴：成虫の体長４．４５．２mm（佐藤，１９８５）．全体に黄色で，前胸背板や上翅には黒い斑点が規則的に並ぶ．

複眼が大きく，側方へ突出する．上翅端に刺はない．後肢の遊泳毛は長い．幼虫の頭部は小さく，前縁が

左右不対称で，左側に大きな突起がある．大顎は左右不対称で，右大顎には大きな歯が１個ある．左大顎

の歯の形状は複雑．腹部に長い気管鰓がある．

生態：止水性．ため池や休耕田，水田に生息する．平地ではきわめて普通で，山間でも多い．成虫は田植え

の頃に水田に集まり，交尾・産卵を行う．出雲市園町の水田では，６月に非常に多くの幼虫が確認された．

幼虫は，アオミドロ類の中を特に好んで生息する．

分布：島根県（本土；島後，中ノ島，西ノ島）；鳥取県．

ヤマトゴマフガムシ Berosus japonicus Sharp（ガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

６５



２齢幼虫，島根県出雲市園町産，２０１５．５．１８．

３齢幼虫，島根県出雲市園町（野外），２００８．６．４．

ヤマトゴマフガムシ Berosus japonicus Sharp（ガムシ科）

林 成 多

６６



３齢幼虫，島根県出雲市高岡町産，２０１５．７．４．

蛹，島根県出雲市高岡町産（飼育），２０１５．７．１３．スケール１．０mm．

ヤマトゴマフガムシ Berosus japonicus Sharp（ガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

６７



成虫．島根県松江市産，２０１５．５．１９．

成虫の標本写真 成虫．島根県松江市産，２０１５．５．１９．

特徴：成虫の体長４．０４．３mm（佐藤，１９８５）．全体に黄色で，前胸背板や上翅には黒い斑点が規則的に並ぶ．

複眼が大きく，側方へ突出する．上翅端に刺がある．後肢の遊泳毛は長い．

生態：止水性．主に灯火に飛来する成虫が採集されている．７月に水質良好なため池において，多数の成虫

が観察された．７月に灯火で採集した成虫を飼育したところ，水草などに生み付けられた卵嚢を確認した．

分布：島根県（本土；島後，西ノ島）；鳥取県．

トゲバゴマフガムシ Berosus lewisius Sharp（ガムシ科）

林 成 多

６８



卵嚢．島根県出雲市園町産（飼育），２０１５．７．１７．

卵．島根県出雲市園町産（飼育），２０１５．７．１７．スケール０．５mm．

トゲバゴマフガムシ Berosus lewisius Sharp（ガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

６９



１齢幼虫．島根県出雲市園町産（飼育），２０１５．７．２１．

２齢幼虫．島根県出雲市園町産（飼育），２０１５．７．２７．

トゲバゴマフガムシ Berosus lewisius Sharp（ガムシ科）

林 成 多

７０



３齢幼虫．島根県出雲市園町産（飼育），２０１５．８．９．目盛りは１mm．

ユスリカ科幼虫を補食する３齢幼虫．島根県出雲市園町産（飼育），２０１５．８．５．

トゲバゴマフガムシ Berosus lewisius Sharp（ガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

７１



成虫．島根県雲南市木次町（野外），２０１４．６．１１．

成虫の標本写真 成虫．島根県雲南市産，２０１４．６．２５．

特徴：成虫の体長１．８２．１mm（吉富ほか，２０００）．背面は黒く，肢は黄色．上唇（頭部の先端）は丸く，窪

みがない．前胸背板は台形で，基部は狭い．上翅の側縁は弧状．前胸背板の表面は光沢があり，点刻は疎

ら．上翅には点刻列があり，長い毛を伴う．幼虫の背面は黒く，金属光沢がある．背面や肢に長い直毛が

生えている．胸部の幅は広くならない．２本の尾突起があり，まっすぐ．

生態：流水性．河川敷などで流水の影響のある水たまりに生息し，特にアミミドロなどのアオミドロ類の繁

茂する場所に多く，水中生活を行う．成虫・幼虫共に一年中みられ，年多化であるとみられる．

分布：島根県（本土）；鳥取県．

セスジダルマガムシ Ochthebius inermis Sharp（ダルマガムシ科）

林 成 多

７２



幼虫．島根県雲南市産，２００７．４．２１．

蛹．島根県雲南市産（飼育），２００７．４．９．スケール１．０mm．

セスジダルマガムシ Ochthebius inermis Sharp（ダルマガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

７３



成虫．島根県木次町斐伊川（野外），２０１４．６．１７．右はホンシュウセスジダルマガムシ．

成虫の標本写真 成虫．島根県木次町斐伊川（野外），２０１４．６．１７．

特徴：成虫の体長２．２２．４mm（吉富ほか，２０００）．背面は銅色．肢は黄色だが部分的に暗色．上唇（頭部の

先端）は窪みが明瞭．前胸背板は台形で，基部は狭い．上翅の側縁は弧状．前胸背板の表面は光沢があり，

粗い点刻がある．また，中央部に縦溝がある．上翅には点刻列があり，長い毛を伴わない．幼虫の背面は

暗褐色または暗黄褐色で，金属光沢はない．背面や肢に短い直毛が生えている．胸部の幅は広い．２本の

尾突起があり，まっすぐ．

生態：流水性．日当りの良い河川中流において，流路中に水面から突き出た岩や礫の水際に生息する．成虫・

幼虫共に潜水することはほとんどない．

分布：島根県（本土）；鳥取県．

ハセガワセスジダルマガムシ Ochthebius hasegawai Nakane et Matsui（ダルマガムシ科）

林 成 多

７４



成虫．島根県三刀屋町三刀屋川（野外），２００７．４．１２．

幼虫．鳥取県大山町阿弥陀川（野外），２００７．４．２２．

ハセガワセスジダルマガムシ Ochthebius hasegawai Nakane et Matsui（ダルマガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

７５



成虫．島根県雲南市木次町斐伊川（野外），２０１４．６．１７．

成虫の標本写真 成虫．島根県雲南市木次町斐伊川産，２０１５．８．１．

特徴：成虫．体長１．７２．０mm（吉富ほか，２０００）．背面は銅色．肢は暗黄褐色で，部分的に黒色．上唇（頭

部の先端）は窪みが明瞭．前胸背板は台形で，基部は狭い．上翅の側縁は弧状．前胸背板の表面は光沢が

あり，粗い点刻が密にある．中央部に縦溝は不明瞭．上翅には点刻列があり，長い毛を伴わない．

生態：流水性．ハセガワセスジダルマガムシと同様に，日当りの良い河川中流において，水面から流路中に

突き出た岩や礫の水際に生息する．成虫・幼虫共に潜水することはほとんどない．

分布：島根県（本土）；鳥取県．

ホンシュウセスジダルマガムシ Ochthebius japonicus Jäch（ダルマガムシ科）

林 成 多

７６



砂繭．島根県出雲市佐田町（野外），２０１１．８．１６．

成虫．島根県雲南市木次町斐伊川産，２０１５．８．１．

ホンシュウセスジダルマガムシ Ochthebius japonicus Jäch（ダルマガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

７７



成虫．島根県出雲市灘分町産，２０１４．７．７．

成虫の標本写真 成虫．島根県出雲市灘分町産，２０１４．７．７．

特徴：成虫の体長１．４１．６mm（佐藤，１９８５）．背面は黄褐色．肢は黄色．上唇（頭部の先端）はゆるやかに

窪む．前胸背板は横長の四角型．上翅の側縁は弧状．前胸背板の表面は粗い点刻に覆われ光沢がある．上

翅には粗い点刻からなる点刻列があり，間室は狭い．幼虫の背面は暗褐色または暗黄褐色．背面や肢に短

い直毛が生えている．胸部の幅は広い．２本の尾突起があり，基部で近接せず離れている．

生態：止水性．ため池や湿地に生息する．微小で発見しにくいが，生息地では個体数が多い．

分布：島根県（本土；島後，中ノ島）．

ミヤタケダルマガムシ Hydraena miyatakei M. Satô（ダルマガムシ科）

林 成 多

７８



幼虫．島根県出雲市産（飼育），２０１５．６．１６．

幼虫．島根県出雲市産（飼育），２０１５．７．１０．

飼育：成虫数頭と生息地の枯れ草を飼育容器に入れておくと，繁殖する．幼虫は潜水しないため，容器内の

水は少量にする．幼虫は水と枯れ草のみで生育した．

ミヤタケダルマガムシ Hydraena miyatakei M. Satô（ダルマガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

７９



成虫．島根県松江市産，２０１４．１１．５．

成虫の標本写真 成虫．島根県松江市産，２０１４．１１．５．

特徴：成虫の体長１．５１．８mm（Jäch and Díaz，２０１２）．背面は褐色．頭部は暗色．肢は褐色．上唇（頭部の

先端）は切れ込む．前胸背板は横長の六角型．上翅の側縁は弧状．前胸背板の表面は粗い点刻に覆われる．

上翅には粗い点刻からなる点刻列があり，間室は狭く，外側の間室が隆起する．

生態：流水性．樹木に覆われた沢や源流部に生息する．成虫は，真冬に個体数が多く，夏には少ない．幼虫

は未発見．

分布：島根県（本土）．島根半島の固有種である可能性がある．

クニビキアカダルマガムシ Hydraena hayashii Jäch et Díaz（ダルマガムシ科）

林 成 多

８０



成虫．鳥取県琴浦町産，２０１５．８．１１．

成虫の標本写真 成虫．鳥取県琴浦町産，２０１５．８．１１．

特徴：成虫の体長１．５１．７mm（Jäch and Díaz，２０１２）．背面は暗褐色．頭部は暗色．肢は褐色．上唇（頭部

の先端）は切れ込む．前胸背板は横長で，側淵は後方でやや湾曲する．上翅の側縁は弧状．前胸背板の表

面は粗い点刻に覆われる．上翅には粗い点刻からなる点刻列があり，間室は狭く，外側の間室が隆起する．

生態：流水性．樹木に覆われた沢や源流部に生息する．成虫は真夏から晩秋にかけて採集されている．

分布：島根県（本土）；鳥取県．

シコクダルマガムシ Hydraena notsui M. Satô（ダルマガムシ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

８１



成虫．鳥取県琴浦町産，２０１５．８．１１．

成虫の標本写真 成虫．鳥取県琴浦町産，２０１５．８．１１．

特徴：成虫の体長２．１２．３mm（Jäch and Díaz，２０１２）．背面は黒色．前胸背板の前角付近と上翅の肩付近に

小さな赤色斑がある．肢は褐色．上唇（頭部の先端）は切れ込む．前胸背板は横長の六角形で，側淵は後

方でやや湾曲する．上翅の側縁は弧状，翅端は切断状に近い．前胸背板の表面は粗い点刻に覆われる．上

翅には粗い点刻からなる点刻列があり，間室は狭い．

生態：流水性．樹木に覆われた沢や源流部に生息するが，開けた川にも生息する．水中にあるスギなどの樹

皮や流木の隙間に隠れる習性がある．成虫は真夏から春にかけて採集されている．

分布：鳥取県．大山から蒜山の山塊（鳥取県西部～岡山県北部）で確認されている．

ダイセンダルマガムシ Hydraena kadowakii Jäch et Díaz（ダルマガムシ科）

林 成 多

８２



成虫．島根県浜田市旭町（野外），２０１５．５．２１．

成虫の標本写真 成虫．島根県浜田市旭町（野外），２０１５．５．２１．

特徴：成虫の体長２．８４．２mm（Yoshitomi，２００５）．体は楕円形．背面は黒色で光沢がある．肢も黒い．前胸

背板の点刻は細かいが密で明瞭．幼虫の胸部は腹部より明らかに幅が広い．触角は糸状．触角第１節は湾

曲する．背面はやや光沢があり，長い毛が生えている．

生態：幼虫は流水性．山地に生息する．幼虫は渓流中の淀みに生息し，成虫は陸生で川辺の草上などにみら

れる．

分布：島根県（本土）；鳥取県．

コクロマルハナノミ Odeles inornata（Lewis）（マルハナノミ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

８３



成虫．島根県飯南町大万木山（野外），２００６．５．１５．

成虫の標本写真 成虫．島根県奥出雲町船通山（野外），２００７．４．１０．

特徴：成虫の体長３．８４．８mm（Yoshitomi，２００５）．体は楕円形．背面は黒色で光沢があり，頭部の前方と前

胸背板の前縁が黄色．肢も黒いが，部分的に黄褐色．前胸背板の点刻は浅く疎らで，表面は平滑な部分が

目立つ．幼虫の胸部は腹部より明らかに幅が広い．触角は糸状．触角第１節は湾曲する．背面はやや光沢

があり，長い毛が生えていない．

生態：幼虫は流水性．山地に生息する．幼虫は渓流中の淀みに生息し，成虫は陸生で川辺の草上などにみら

れる．

分布：島根県（本土；西ノ島）；鳥取県．

クロマルハナノミ Odeles wilsoni（Pic）（マルハナノミ科）

林 成 多

８４



成虫．島根県出雲市（野外），２０１４．５．１０．

成虫の標本写真 成虫．島根県出雲市（野外），２０１４．５．１０．

特徴：成虫の体長３．３４．８mm（Yoshitomi，２００５）．体は楕円形．上翅全体が黒色で，触角，頭部，前胸背板

と肢は全体に橙色または黄褐色．前胸背板と上翅は細かな点刻に密に覆われる．幼虫の胸部は腹部よりや

や幅が広い．触角は糸状で短い．触角第１節は湾曲しない．

生態：幼虫は止水性．幼虫は樹洞に貯まった水たまりなどのファイトテルマータに生息し，成虫は陸生で樹

木の葉上などにみられる．

分布：島根県（本土；西ノ島，中ノ島）．

コキムネマルハナノミ Sacodes nakanei（Klausnitzer）（マルハナノミ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

８５



蛹室内の蛹．島根県雲南市木次町産（飼育），２００８．５．１．

蛹．島根県雲南市木次町産（飼育），２００８．５．１．スケール１．０mm．

コキムネマルハナノミ Sacodes nakanei（Klausnitzer）（マルハナノミ科）

林 成 多

８６



シラカシ樹洞の水たまり中の幼虫．島根県雲南市木次町，２００８．４．１４．

シラカシ樹洞の水たまり中の幼虫．島根県雲南市木次町，２００８．４．１４．

キムネマルハナノミ属 Sacodes（マルハナノミ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

８７



成虫．島根県隠岐の島町（野外），２０１４．５．２２．

成虫の標本写真 越冬中の成虫．島根県出雲市園町（野外），２０１３．１２．１６．

特徴：成虫の体長３．７４．９mm（Yoshitomi，２００５）．背面は全体に黄褐色または暗黄褐色．体は楕円形で厚み

がある．後腿節は太く，後脛節の先端に長いトゲがある．幼虫の背面は黒色で光沢がある．触角は糸状で

長く，体の８割ほどの長さがある．胸部背面にはやや長い刺毛が疎らに生えている．

生態：幼虫は止水性．平野部の湿地や丘陵地のため池などやや富栄養な止水域やその周辺に多く，草本のス

イーピングや灯火採集でよく得られる．成虫越冬で，樹皮下などで見つけることができる．

分布：島根県（本土；島後，知夫里島）；鳥取県．

トビイロマルハナノミ Scirtes japonicus Kiesenwetter（マルハナノミ科）

林 成 多

８８



幼虫．島根県出雲市園町産（飼育），２０１５．７．１０．

蛹（上の幼虫と同じ個体）．島根県出雲市園町産（飼育），２０１５．６．８．スケール１．０mm．

トビイロマルハナノミ Scirtes japonicus Kiesenwetter（マルハナノミ科）

山陰地方産水生昆虫図鑑Ⅱ甲虫類（２）

８９



成虫．島根県雲南市木次町（野外），２０１４．５．１９．

成虫の標本写真 成虫．島根県雲南市木次町（野外），２０１４．６．１０．

特徴：成虫の体長２．５３．４mm（Yoshitomi，２００５）．背面は全体に黒色で光沢がある．体は円形に近い楕円形

で厚みがある．後腿節は太く，後脛節の先端に長いトゲがある．幼虫の背面は黒色で光沢がある．触角は

糸状で長いが，トビイロマルハナノミに比べて短い．背面には長く目立った刺毛は生えていない．

生態：幼虫は止水性．平野部の湿地や丘陵地のため池などやや富栄養な止水域やその周辺に多く，成虫は草

本のスイーピングで得られる．

分布：島根県（本土）．

ヒメマルハナノミ Scirtes sobrinus Lewis（マルハナノミ科）
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幼虫．島根県雲南市大東町産，２０１５．６．１１．

幼虫．島根県雲南市大東町産，２０１５．６．１１．

ヒメマルハナノミ Scirtes sobrinus Lewis（マルハナノミ科）
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成虫．島根県出雲市（灯火に飛来），２０１５．７．１３．

成虫の標本写真 成虫．島根県出雲市（灯火に飛来），２０１５．７．１３．

特徴：成虫の体長２．５４．５mm（Yoshitomi，２００５）．背面は全体に赤褐色または茶褐色．体は円形に近い楕円

形で厚みがある．オスの触角は鋸歯状．

生態：幼虫は止水性．幼虫は樹洞に貯まった水たまりなどのファイトテルマータに生息し，成虫は陸生で樹

木の葉上などにみられる．

分布：島根県（本土）．

セダカマルハナノミ Prinocyphon ovalis Kiesenwetter（マルハナノミ科）

林 成 多

９２



成虫．島根県出雲市（野外），２０１４．４．２７．

成虫の標本写真 成虫．島根県出雲市（野外），２０１４．４．２７．

特徴：体長２．６３．５mm（Yoshitomi，２００５）．体は長方形に近い楕円形，背面側はやや平坦で盛りあがらない．

背面は焦げ茶色．

生態：幼虫は流水性と考えられる．成虫は，細流を伴った湿地周辺の植物上にみられる．出現期が短く，生

息地も局地的なため，採集しにくい．

分布：島根県（本土）．

シコクホソチビマルハナノミ Nyholmia ohbayashii（Yoshitomi）（マルハナノミ科）
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交尾中の成虫．島根県出雲市産，２０１５．４．２８．

交尾中の成虫．島根県出雲市産，２０１５．４．２８．
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成虫．島根県出雲市多伎町産，２０１５．５．２．

成虫の標本写真 成虫．島根県出雲市多伎町産，２０１５．５．２．

特徴：体長３．０４．０mm（Yoshitomi，２００５）．体は長い楕円形で，背面側にあまり盛りあがらない．背面は焦

げ茶色．

生態：幼虫は流水性．成虫は昼間，流れの近くにある樹木の葉裏に静止していることが多い．

分布：島根県（本土）．

ウスチャチビマルハナノミ Herthania sasagawai（Yoshitomi et Klausnitzer）（マルハナノミ科）
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成虫．島根県松江市（野外），２０１４．５．３１．

成虫の標本写真 成虫．島根県松江市（野外），２０１４．５．３１．

特徴：成虫の体長２．１２．７mm（Yoshitomi，２００５）．体は短い楕円形で厚みがある．背面は暗褐色で肩が赤褐

色．肩の赤色は生時にはよく目立つ．

生態：山地の渓流付近に生息する．

分布：島根県（本土；島後）．

ヒメチビマルハナノミ Contacyphon puncticeps（Kiesenwetter）（マルハナノミ科）

林 成 多

９６



越冬中の成虫．島根県出雲市園町（野外），２０１５．２．２０．

成虫の標本写真 成虫．島根県出雲市園町（野外），２０１４．６．９．

特徴：成虫の体長２．２２．８mm（Yoshitomi，２００５）．体は楕円形でやや厚みがある．背面は黄褐色または茶色．

幼虫の体形は細長く，体色は脱皮直後を思わせるような白色をしている．

生態：平地から丘陵地のため池や湿地に生息する．成虫で越冬する．

分布：島根県（本土；島後）．

チャイロチビマルハナノミ Contacyphon consobrinus（Nyholm）（マルハナノミ科）
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幼虫．島根県出雲市産，２０１５．４．２４．

幼虫．島根県出雲市産，２０１５．４．２４．

チャイロチビマルハナノミ Contacyphon consobrinus（Nyholm）（マルハナノミ科）
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